
 







 

  



 

 

～講評～ 

１ 積分の計算 

一見して区分求積法をテーマとしていることがわかる内容。計算問題としても基本的なものとなっていた。 

２ 空間のベクトル 

座標空間における折れ線の長さの最小値を求める問題。計算より図形的な考察に重点を置いた内容。 

３ 回転体の体積 

傾きをもつ直線を軸とした回転体の体積を求める問題。多くの受験生にとっては斜方回転として、テキストでも

なじみがあるだろう。誘導が丁寧につけられていて、計算部分も平易なものとなっている。 

４ 確率 

硬貨投げによって得点を決めるランダムウォークの問題。題意は理解しやすく、典型問題であるので完答できた

受験生も多いだろう。 

 

癖の強い医学部の問題というより模擬試験のような出題で、例年と比べて内容・計算とも易化している。上位校

だけに、一次合格には最低でも 7 割は確保したい。 

 


